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熊
本
日
日
新
聞
社
が
、
「
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
」
特
集
号
の
企
画
と

し
て
、
多
彩
な
県
産
食
材
を
使
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物
、
乗
り
物
、
風

景
な
ど
を
自
由
に
表
現
し
た
弁
当
「
県
産
食
材
『
キ
ャ
ラ
弁
』
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
募
集
し
ま
し
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
食
生
活
課
の
栄
養
士
、

永
田
さ
ん
と
村
上
さ
ん
が
山
鹿
市
の
宣
伝

を
か
ね
、
国
指
定
重
要
文
化
財
八
千
代
座

の
キ
ャ
ラ｢

千
代
松｣

を
題
材
に
、
市
内
で

と
れ
た
新
鮮
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

見
事
な
キ
ャ
ラ
弁
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

二
五
四
件
の
応
募
の
中
、
審
査
会
が
一
月

十
六
日
に
行
わ
れ
、
二
人
の
作
品
「
千
代

松
夢
大
地
に
立
つ
」
が
、
見
事
！
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

育
児
を
し
な
が
ら
の
初
め
て
の
職
場
。
毎
日
が
バ
タ
バ
タ
と
過
ぎ
、
気
が

付
け
ば
愛
隣
館
へ
勤
務
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
春
で
六
年
目
に

入
り
ま
す
。

利
用
者
、
職
員
の
方
々
の
食
事
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
昼
食
に
な
る
と
一

六
〇
食
。
慣
れ
る
に
は
大
変
な
量
で
し
た
が
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。年

が
明
け
た
頃
に
、
館
長
か
ら
熊
日
新
聞
で
募
集
さ
れ
て
い
た
「
県
産
食

材
を
使
っ
た
キ
ャ
ラ
弁
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
み
な
い
？
」
と
勧
め
ら
れ

て
、
永
田
美
香
さ
ん
と
共
同
制
作
で
、
八
千
代
座
の
百
周
年
記
念
ゆ
る
キ
ャ

ラ
千
代
松
く
ん
の
キ
ャ
ラ
弁
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
代
松
く
ん
は
何
の
食
材
で
作
ろ
う
か
…
周
り
の
お
か
ず
は
…
と
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
「
千
代
松

夢
大
地
に
立
つ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

チ
ー
ムM

IKAZU
M
I

（
村
上
和
美
）

永
田
美
香
（
右
）
村
上
和
美
（
左
）
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三
浦

貴
子

一
月
二
十
日
に
国
連
障
害
者
の
権
利
条
約
を
日
本
国
が
批

准
し
（
１
４
１
番
目
）、
二
月
十
九
日
国
内
で
発
効
し
ま
し
た
。

日
本
の
署
名
か
ら
七
年
目
、
条
約
に
見
合
う
制
度
改
革
を

先
に
行
っ
て
か
ら
批
准
を
す
べ
き
、
と
の
障
害
当
事
者
を
中

心
と
す
る
願
い
は
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
、
障
害
者
総
合

支
援
法
の
成
立
、
日
本
の
法
制
の
中
で
困
難
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
成
立
の
実
現
を
果
た
し
ま

し
た
。

条
約
策
定
へ
の
当
事
者
参
加
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
私
達
抜
き
に

私
達
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」
の
声
は
、
日
本
の
障
害
者
制

度
改
革
の
基
調
を
作
り
ま
し
た
。
様
々
な
困
難
の
中
改
革
を

リ
ー
ド
し
た
人
が
、
利
用
者
ス
タ
ッ
フ
の
長
年
の
友
人
、
熊

本
の
東
俊
裕
弁
護
士
（
元
内
閣
府
障
害
者
制
度
改
革
担
当
室

長
）
で
あ
る
こ
と
を
、
私
達
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
あ
い
め
ー
る
』
の
企
画
・
編
集
は
利
用
者
広
報
チ

ー
ム
、
キ
ャ
リ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
が
担
っ
て
い
ま
す
。
春
号
、
私

へ
の
依
頼
は
「
権
利
条
約
に
つ
い
て
書
く
こ
と
」
で
し
た
。

い
つ
も
は
自
由
に
で
す
が
、
今
回
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ

う
が
条
約
を
！
の
限
定
に
、
改
め
て
当
事
者
の
方
々
の
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。

条
約
の
理
念
は
「
他
の
者
と
の
平
等
」。
特
別
な
権
利
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
障
害
の
な
い
人
々
が
当
然
に
持
つ
権

利
を
障
害
の
あ
る
人
々
も
持
つ
こ
と
で
す
。
翻
訳
を
手
が
け

た
国
際
法
の
川
島
聡
さ
ん
は
人
権
価
値
を
「
条
約
の
根
」
と

呼
び
ま
す
。
尊
厳
・
自
律
（
自
立
）
・
差
別
の
禁
止
・
機
会

平
等
・
社
会
包
摂
（
社
会
が
個
人
を
受
け
入
れ
る
）
・
男
女

の
平
等
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
し
や
す
さ
な
ど
が
一
般
原

則
で
す
。

そ
し
て
、
「
条
約
の
幹
」
を
社
会
モ
デ
ル
―
障
害
者
の
不

利
益
は
障
害
と
社
会
障
壁
と
の
相
互
作
用
か
ら
生
じ
る
―

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
本
を
ふ
ま
え
、
人
生
と
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
ほ
ど
個
別
具
体
的
に
権
利
を
保
障
す
る
条
約
の
下
、
教

育
、
労
働
、
生
活
支
援
な
ど
の
体
制
を
組
む
時
代
に
入
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
障
害
当
事
者
の
方
々
に
は
条
約
が
浸
み
込
む

と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
励
ま
さ
れ
、
大
切
な
自
尊

感
情
を
育
む
か
を
見
て
き
ま
し
た
。
身
障
協
白
江
副
会
長
が

言
わ
れ
た
、
“
批
准
の
時
に
関
係
す
る
者
の
責
任
”
を
自
覚

し
、
そ
の
時
代
を
共
に
生
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

三
月
五
日(

水)

ホ
テ
ル
日
航
福
岡
に
て
公
益
財
団
法
人

西
日
本
国
際
財
団
主
催
の
平
成
二
十
五
年
度
「
第
十
五
回
西

日
本
国
際
財
団
ア
ジ
ア
貢
献
賞
」
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
ア
ジ
ア
と
の
国
際
交
流
に
貢
献
し
て
い
る
九

州
・
山
口
・
沖
縄
地
域
の
団
体
・
個
人
等
を
毎
年
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
今
回
、
国
際
協
力
教
育
支
援
分
野
で
ベ
ト
ナ
ム

育
英
会
・
代
表
の
秀
嶋
正
孝
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
二
十
年
以
上
に
亘
り
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
店

の
経
営
な
ど
で
資
金
を
作
り
、
子
ど
も
達
や
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
奨
学
金
、

バ
ス
ツ
ア
ー
、

愛
隣
館
と
協
力

し
日
本
で
譲
り

受
け
た
車
椅
子

を
整
備
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
障

が

い

の

あ

る

方
々
に
届
け
る

「
空
飛
ぶ
車
い

す
事
業
」
等
で

す
。

ま
た
、
震
災
後

一
週
間
、
九
州
の
支
援
物
資
を
乗
せ
た
愛
隣
号
で
、
仙
台
ま

で
届
け
た
活
動
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
十
三
年
十
二
月
七
日
（
土
）
～
二
月
二
十
三
日
（
日
）

熊
本
市
現
代
美
術
館
に
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ

ネ
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
翌
年
の
一
月
ま

で
パ
リ
市
立
ア
ル
・
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、

十
二
万
人
も
の
来
場
者
を
魅
了
し
た
展
覧
会
の
巡
回
展
で

す
。ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
【
仏
：
Ａ
r

t

Ｂ
r

u

t
】

と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
生
（
き
）
の
芸
術
」
と
言
う
意
味
で

す
。Ａ

r

t
は
芸
術
、
Ｂ
r

u

t
は
ワ
イ
ン
な
ど
が
生

２･

１
９
障
害
者
権
利
条
約

国
内
発
効

第
十
五
回
西
日
本
国
際
財
団

ア
ジ
ア
貢
献
賞
ベ
ト
ナ
ム
育
英
会
受
賞

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ
ネ
展

右から五人目 和装の秀嶋氏
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（
き
）
の
ま
ま
で
あ
る
様
子
を
表
し
、
画
家
の
ジ
ャ
ン
・
デ

ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
一
九
四
五
年
に
考
案
し
た
概
念
で
す
。

正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
が
自
発
的
に
生

み
出
し
た
既
存
の
モ
ー
ド
に
影
響
を
受
け
て
い
な
い
絵
画

や
造
形
の
事
を
指
し
ま
す
。

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
が
い
を

持
っ
た
作
家
六
十
三
人
、
約
六
百
点
の
作
品
を
展
示
し
て
あ

り
ま
し
た
。

今
回
、
初
開
催
の
熊
本
で
も
七
千
七
百
人
と
い
う
異
例
の

観
覧
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
熊
本
事
務
局

納
富

久

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

で
開
催
さ
れ
た
創
立
の
集
い
に
お
い
て
、
ご
参
会
の
皆
様
の

承
認
の
も
と
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（
生
の
芸
術
）
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
熊
本
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
々
の
芸
術
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
表
現
し
て
生
き
る
環
境
づ
く
り
、
評
価
を
受
け
る

機
会
づ
く
り
、
多
分
野
に
お
け
る
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
々
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
並
び
に
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
、
情
報
交
換
を
始
め
、
芸
術
の
普
及
・
啓

発
、
作
家
の
発
掘
・
相
談
支
援
・
権
利
保
護
等
の
活
動
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。今
後
の
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
熊
本
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。三

月
十
一
日
（
火
）
の
午
後
二
時
よ
り
、
愛
隣
倶
楽
部
に

て
平
成
二
十
五
年
度
の
地
域
福
祉
部
報
告
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
福
祉
部
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
・
ご
家
族
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

三
浦
貴
子
館
長
の
あ
い
さ
つ
及
び
障
害
者
施
策
等
の
情

勢
説
明
の
後
、
生
活
介
護
事
業
所
愛
隣
倶
楽
部
、
生
活
介
護

事
業
所
デ
イ
ケ
ア
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
相
談
支
援
事
業
、
地

域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ぴ
あ
ぴ

あ
、
就
労
移
行
支

援
事
業
所
ぴ
あ

ワ
ー
ク
、
多
機
能

型
ケ
ア
ホ
ー
ム

ぴ
あ
ハ
ウ
ス
、
短

期
入
所
の
各
事

業
所
と
事
務
部

よ
り
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業

報
告
と
次
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
の
説
明
と
お
知
ら
せ
が

あ
り
、
各
部
に
分
か
れ
質
疑
応
答
や
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
丸
三
年
。
午
後
二

時
四
十
六
分
に
参
加
者
全
員
で
鎮
魂
と
復
興
を
祈
り
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

山
鹿
市
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
に
基
づ
き
、
災
害
時

に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
（
障
が
い
の
あ
る
方
、
高

齢
者
等
）
と
し
て
、
市
と
地
域
が
連
携
し
て
こ
れ
ら
の
人
々

を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
開
示
の
同
意
の
も
と
に
、
登
録
さ
れ
た
災
害
時

要
援
護
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
市
と
地
域
が
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
共
有
（
嘱
託
員
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
消
防
団
、
地
域
支
援
員
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
頃
の
見
守
り
や
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
情
報
の
伝
達

や
避
難
等
の
手
助
け
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
備
え
て

お
く
も
の
で
す
。

愛
隣
館
地
域
福
祉
部
で
も
、
利
用
者
の
方
々
に
登
録
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
同
意
が
得
ら
れ
た
方
々
の
名
簿
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
の
内
容
は
、
基
本
情
報
を
は
じ
め
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
、
治
療
中
の
病
気
や
障
害
、
避
難

し
た
場
合
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
、
緊
急
連
絡
先
等
を
記
入

す
る
欄
が
あ
り
、
個
々
の
身
体
状
況
に
即
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
熊
本
設
立

地
域
福
祉
部
報
告
懇
談
会

災
害
時
要
援
護
者
登
録
に
つ
い
て

お茶会をしながらの質疑応答や意見交換
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デ
イ
ケ
ア
で
は
、
身
体
の
介
護
を

含
む
、
入
浴
、
パ
ソ
コ
ン
・
陶
芸
・

手
芸
な
ど
の
創
作
活
動
（
障
が
い
者

芸
術
展
へ
の
出
展
等
）
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
ご
希
望
の
方
を
募
っ
て
の

お
買
い
物
等
）
昼
食
、
機
能
訓
練
、

介
護
方
法
及
び
各
種
相
談
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
泊
旅
行
・
日
帰
り
旅
行
は
、
代

表
世
話
人
を
中
心
に
、
利
用
者
が
主

体
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
行

先
を
決
め
、
企
画
し
た
も
の
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
状
況
は
、
男
性
三
十

一
名
、
女
性
二
十
名
、
合
計
五
十
一

名
、
平
均
年
齢
六
十
五
歳
で
す
。

生
活
介
護
事
業
所
で
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
三
障
害
を
対
象
に
利
用
し
て
頂
き
、
身
体
の
介
護
や

入
浴
、
創
作
活
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
昼
食
、
機
能
訓
練
、
介
護
方
法
及
び
各
種
相
談
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
楽
し
く
日
中
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

開
所
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
一
〇
：
〇
〇
～
一
六
：
〇
〇
、
毎
日
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

季
節
に
応
じ
た
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎週火曜日・木曜日に外部講師を

迎えての陶芸教室。

毎週月曜日に外部講師を迎えて

のパソコン教室。

毎週水曜日に外部講師を迎えて

の手芸教室。

デイケア十周年・二十周年記念文集

の発行。

訓練室にて、理学療法士の指導

のもと訓練を実施。

利用者が主体となるデイケア旅行

の会。

愛隣館で行われる音楽クラブ

やヨガ教室に参加。

愛
隣
倶
楽
部
で
は
、
利
用
者
二
名

に
対
し
職
員
一
名
と
看
護
師
が
配
置

さ
れ
て
い
る
事
で
、
医
療
行
為
が
必

要
な
重
度
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

で
も
利
用
し
て
頂
け
ま
す
。

身
体
の
介
護
や
自
律
の
促
進
、
生

活
の
質
の
向
上
等
を
図
る
と
共
に
、

地
域
行
事
や
催
し
に
参
加
し
、
地
域

の
人
々
と
の
交
流
。
そ
の
他
の
状
況

及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応

じ
て
、
ご
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
状
況
は
、
男
性
十
五

名
、
女
性
十
一
名
、
合
計
二
十
六
名
、

平
均
年
齢
四
十
四
歳
で
す
。

月曜日から金曜日、利用者の送迎

を実施。

看護師による体温と血圧の健康

チェック。

チェアーインバスによる入浴

サービス。

昼食は、利用者とスタッフが一緒

にいただきます。

毎月一回のホームルームを開催

要望に沿った日中活動の実施。

平
成
二
十
六
年

三
月
現
在

平
成
二
十
六
年

三
月
現
在
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入
居
者  

長
谷
部

一
喜

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
菊
池
市
か
ら
来
た
長
谷
部
一
喜
で

す
。愛

隣
館
に
入
所
す
る
前
は
桜
十
字
病
院
に
入
院
し
て
ま

し
た
。

趣
味
は
、
野
球
・
ボ
ー
リ
ン
グ
・
旅
行
で
す
。

入
っ
て
三
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
入
居
の
方
や
職
員
の

顔
と
名
前
が
分
か
ら
な
い
の
で
早
く
覚
え
て
愛
隣
館
の
生

活
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は
自
分
の
足
で
歩
き
、
ま
た
野
球
や
ボ
ー
リ
ン
グ
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
課

有
働

俊
哉

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
看
護
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た

有
働
で
す
。
生
ま
れ
は
旧
菊
水
町
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
海

上
自
衛
隊
に
入
隊
し
護
衛
艦
の
調
理
員
と
し
て
、
船
酔
い
に

苦
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
准
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、

機
上
救
護
委
員
（
メ
デ
ィ
ッ
ク
）
と
し
て
厚
木
や
硫
黄
島
、

鹿
屋
等
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事
は
、
ヘ
リ
で
海
上
や

船
か
ら
人
を
救
助
し
た
り
、
離
島
か
ら
の
急
患
輸
送
で
す
。

一
月
に
定
年
を
迎
え
、
縁
あ
っ
て
愛
隣
館
に
勤
務
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
力
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
笑
顔
だ
け
は
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
頑
張
る
所
存
で
す
。

先
輩
職
員
の
方
々
を
見
習
い
つ
つ
、
看
護
面
で
の
支
援
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
月
二
日
（
日
）

山
鹿
市
総
合
体
育

館
に
て
、
山
鹿
市

社
協
福
祉
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。山

鹿
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
の
後
、
戦
場
カ

メ
ラ
マ
ン
の
渡
部

陽
一
さ
ん
が
、「
世

界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
希
望
あ
る
明
日
の
た
め
に
～
」
と

題
し
て
、
戦
場
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
独
特
の

喋
り
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
英
太
郎
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
や
お
楽
し
み
抽

選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
体
育
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
パ

ネ
ル
展
や
福
祉
関
連
団
体
の
展
示
即
売
会
が
行
わ
れ
、
愛
隣

館
も
陶
芸
作
品
や
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
の
展
示
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

入
居
者
の
前
田
秀
之
さ
ん
と
杉
山
伸
一
さ
ん
も
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
に
て
職
員
二
名
と
参
加
。
講
演
会
の
後
は
、
屋
外

の
出
店
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
月
三
日
（
月
）

節
分
の
日
に
愛
隣

館
食
堂
に
て
、
豆

ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
入
居

者
の
江
上
恵
子
さ

ん
、
巣
山
浩
さ
ん
、

田
中
正
人
さ
ん
が

年
男
、
年
女
で
し

た
。今

回
使
わ
れ
た

鬼
や
お
た
ふ
く
の
お
面
は
、
入
居
の
方
が
手
作
り
さ
れ
た
も

の
で
、
十
名
近
く
の
方
が
鬼
役
と
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。

実
習
初
日
の
九
州
看
護
福
祉
大
学
の
実
習
生
三
人
も
加

わ
り
、
所
狭
し
と
逃
げ
回
る
大
勢
の
鬼
を
前
に
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
「
福
は
内
！
鬼
は
外
！
」
と
元
気
よ
く
、
無
病

息
災
を
祈
り
な
が
ら
、
賑
や
か
に
豆
ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間

新
人
紹
介

第
三
回
山
鹿
市
社
協
福
祉
ま
つ
り

愛
隣
館
豆
ま
き
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加瀬教授・三浦館長・田中主任・対戦した学生と一緒に

熊
本
の
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
緑
の
祭
典
「
第
三
十
九
回
Ｊ

Ａ
植
木
ま
つ
り
」
が
一
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
二
月
二
十

四
日
（
月
）
ま
で
、
合
志
市
の
熊
本
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ

ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
四
日
（
火
）
の
午
後
よ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
て
、

寺
田
タ
カ
子
さ
ん
、
大
野
澄
男
さ
ん
、
多
田
隈
ヨ
シ
エ
さ
ん
、

池
田
正
治
さ
ん
、
職
員
四
名
の
合
計
八
名
で
行
っ
て
来
ま
し

た
。今

年
も
県
内
Ｊ
Ａ
か
ら
、
松
・
マ
キ
・
ツ
ゲ
な
ど
の
庭
木

を
は
じ
め
、
洋
ラ

ン
・
花
苗
・
観
葉

植
物
な
ど
の
鉢
物
、

地
域
自
慢
の
特
産

品
な
ど
約
百
二
十

万
点
が
展
示
即
売

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
家
庭
菜
園

教
室
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
な
ど
、

楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
催
さ
れ

ま
し
た
。

二
月
十
五
日
（
土
）
平
成
二
十
五
年
度
の
家
族
報
告
会
が

デ
イ
ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
家
族
は
、
一
号
館
十
四
家
族
、
二
号
館
十
三

家
族
、
三
号
館
十
家
族
の
計
三
十
七
家
族
で
し
た
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
部
（
ケ
ア
課
、
看
護
課
、
食
生
活
課
、
リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

・

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

課

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
福
祉
部
、
事
務
部
、
相
談
支
援
事
業
所
等
、
そ
れ
ぞ
れ

各
部
よ
り
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
居
者
と
、
そ
の

家
族
、
職
員
が
一
緒

の
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
の
昼
食
会
。

午
後
か
ら
は
個

別
面
談
を
ご
希
望

の
三
十
三
家
族
を

対
象
に
、
個
別
支
援

計
画
の
確
認
や
、
計

画
相
談
支
援
の
契

約
等
を
始
め
、
ご
希

望
や
相
談
を
聴
き

ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
（
木
）
か
ら
三
月
一
日(

土)

の
三
日
間
、

加
瀬
進
教
授
と
十
六
名
の
学
生
、
計
十
七
名
で
法
人
愛
隣
園

に
視
察
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
を
代
表
し
て
、
愛
隣
館
で
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
愛
隣
園
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
皆
様
と
交
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
隣
園
・
愛
隣
荘
・
愛
隣
館
・
愛
隣
の
家
、
ど
の
施
設
ど

の
家
も
暖
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
車
い
す
を
押
す
こ
と
や
食
事
の
介
添
え
な
ど
、
初
め

て
の
者
も
い
て
不
慣
れ
な
お
手
伝
い
で
し
た
が
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
愛
隣
館

チ
ー
ム
対
大
学
生
チ
ー
ム
で
ボ
ッ
チ
ャ
を
し
ま
し
た
。
結
果

は
私
た
ち
の
惨
敗
で
あ
り
、
皆
様
の
元
気
と
連
携
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

こ

う

し

て

皆
様
と
過
ご

さ
せ
て
い
た

だ
い
た
時
間

は
、
学
校
の
勉

強
で
は
得
ら

れ
な
い
学
び

が
あ
り
大
変

充
実
し
た
も

の
と
な
り
ま

し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

人
間
社
会
科
学
学
科
・
総
合
社
会
シ
ス
テ
ム

江
藤
瑞
希

藤
井
彩
加

二
月
十
六
日
（
日
）
開
催
の
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４

に
、
デ
イ
ケ
ア
職
員
の
前
田
明
さ
ん
と
桐
谷
清
さ
ん
が
出
場

し
、
見
事
、
完
走
し
ま
し
た
。

第
三
十
九
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り

バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族
報
告
会

東
京
学
芸
大
学
生
の
見
学
と
交
流

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４

愛
隣
館
中
庭
に
て
、
植
木
ま
つ
り
で
買
っ
た

花
の
苗
を
手
に
。
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た
く
さ
ん
の

根
を
張
り
、
せ

い
い
っ
ぱ
い
茎

を
広
げ
て
春
を

待
つ
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
道
に
生
え

て
い
る
田
ぜ
り
、

子
供
の
頃
、
私

も
ま
た
春
を
待

ち
わ
び
る
か
の

よ
う
に
せ
り
摘

み
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
し
た
。
も
う
一
度
、
あ
の
独
特
の
香
り
が
す

る
田
ぜ
り
食
べ
た
い
な
ぁ
ー
。

広
報
部
新
人
の
源
恵
美
子
で
す
。
何
か
一
つ
で
も
お

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ
ャ
リ
ー
ピ
ジ
ョ
ン

な
お
、
『
目
標
と
し
て
い
た
初
マ
ラ
ソ
ン
で
完
走
出
来
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
後
の
達
成
感
は
言
葉
に
出
来
な
い
も
の
で
し

た
。
愛
隣
館
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
』
（
前
田
）

『
目
標
タ
イ
ム
（
五
時
間
三
十
分
）
に
は
遠
く
及
ば
な
か

っ
た
も
の
の
終
始
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
れ
た
こ
と
は
次
の
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
及
び
家

族
の
協
力
（
食
事

管
理
）
に
恵
ま
れ

た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
』（
桐
谷
）
と

お
二
人
か
ら
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
ま

た
、
来
年
も
頑
張

っ
て
下
さ
い
！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケ
ア
課

 
 
 
 

 
 
 

 

米
崎

み
ど
り

二
月
二
十
二
日
（
土
）
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
て
、
前
田
秀

之
さ
ん
、
池
田
祐
美
さ
ん
の
二
名
と
ス
タ
ッ
フ
二
名
で
「
山

鹿
灯
籠
浪
漫
・
百
華

百
彩
」
を
見
学
に
い

き
ま
し
た
。

八
千
代
座
ま
で
の

通
り
は
、
古
き
街
並

み
の
景
観
と
竹
灯
籠
、

和
傘
、
ロ
ウ
ソ
ク
の

竹
灯
り
が
と
て
も
合

っ
て
い
て
、
街
並
み

と
調
和
し
、
幻
想
的

な
輝
き
を
見
せ
て
い

る
様
に
思
え
ま
し
た
。

夜
に
な
る
と
日
中
の
暖
か
さ
は
消
え
と
て
も
寒
か
っ
た

の
で
す
が
、
物
凄
い
数
の
竹
灯
り
の
美
し
さ
に
、
「
来
て
よ

か
っ
た
ね
、
き
れ
い
だ
っ
た
ね
」
と
寒
さ
を
忘
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

昨
年
の
十
月
三
十
日
よ

り
、
ぴ
あ
ハ
ウ
ス
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
を

熊
本
県
障
が
い
者
福
祉
施

設
耐
震
化
等
特
別
対
策
事

業
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整

備
事
業
）
か
ら
の
補
助
を

得
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
三
月
十
日
で
工
事

終
了
。
消
防
検
査
も
無
事

完
了
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
、
車
の
出
入
り
な
ど
、
利
用
者
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

山
鹿
灯
籠
浪
漫
・
百
華
百
彩

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
終
了

左より 井上・坂田・源・松島・岩下

『
あ
い
め
ー
る
』
の
企
画
・
編
集
は
利
用
者
で
構
成
さ
れ

た
広
報
チ
ー
ム
、キ
ャ
リ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
が
担
っ
て
い
ま
す
。


